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公立大学法人長岡造形大学 令和 8年度第 2回経営審議会議事概要 

 

1 日  時    令和 8年 6月 26日（金曜日） 

午前 10時 30分から午前 11時 47分まで 

 

2 場  所    新潟県長岡市千秋 4丁目 197番地 

長岡造形大学  第 2会議室 

 

3 出席者 

委員 佐々木 順 子（議長） 安 達 敏 幸   高 野 真 規 

高 橋 浩 二     津 村 泰 範   原   和 彦 

平 山 育 男 

監事 高 橋 賢 一     長 津 和 彦 

 

4 議  案 

（審議事項） 

（1） 第 1号議案 令和 7年度業務実績報告書について 

第 2号議案 令和 7年度決算について 

事務局から、令和 7年度業務実績報告書及び令和 7年度決算について、資料に

基づき説明があり、全員異議無く可決した。 

 

なお、審議の過程において、高野委員から、業務実績書の数値の部分は、計画

値と実績値の対比や、前年比等の表記とすることで、より分かりやすい資料とな

るのではないかとの意見や、オープンキャンパスに係る評価については、結果の

みではなく、その成果に至るまでの取組やプロセスも評価の対象とすべきではな

いかとの意見があった。事務局から、数値の記載方法については今後の資料作成

の参考とするとともに、プロセスの評価についても、今後の評価方法を検討する

際の参考としたい旨の回答があった。 

 

（2） 第 3号議案 第 2期中期目標期間業務実績報告書について 

事務局から、第 2 期中期目標期間業務実績報告書について、資料に基づき説明

があり、全員異議無く可決した。 

 

なお、審議の過程において、原委員から、第 2 期中期目標期間における着実な

取組は評価できるとの意見がある一方で、今後の人材育成に当たり、本学が認識

する課題及び目指す教育の方向性について質問があった。これに対し、平山委員

及び津村委員から、本学ではこれまで造形を基盤とした教育を展開してきたが、

社会から求められる能力が変化していることを課題として認識しており、発想力
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や構想力に加え、AI やデジタル技術への対応などを踏まえた教育の充実に向け、

初年次教育を含めた教育内容の見直しに着手している旨の説明があった。 

 

（3） 第 4号議案 学長選考会議委員の選出について 

事務局から、学長選考会議委員の選出について、資料に基づき説明があり、推

薦を募った。大原委員、安達委員及び高野委員を学長選考会議委員に選出するこ

とについて、全員異議無く可決した。 

 

（報告事項） 

事務局から、配付資料に基づき以下の項目について報告を行い、異議なく了承し

た。 

・令和 7年度 長岡造形大学就職等進路状況について 

・令和 8年度 長岡造形大学入学試験結果について 

・教員、学生の主な受賞について 

 


